
九州の鉱工業生産動向
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［基調判断］……………持ち直しの動きが続いている

２０１０年５月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、新型車の生産が稼動し始めた輸送機械や

電子部品・デバイスなどが牽引し前月比２．２％上昇の１０４．０と２ヵ月連続で前月を上回るなど持ち直し

の動きが続いています。

［業種別動向］……………輸送機械、電子部品・デバイスなどの生産が上昇

業種別にみると、一般機械については先月海外向けの生産が伸びた反動もあり、マイナスに寄与し

た一方で、新型車の生産が増え始めた輸送機械やデジタル家電や携帯電話、ゲーム機等の需要が伸び

た電子部品・デバイスなど１７業種中９業種でプラスに寄与しました。

九 州経済動向
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福岡県の最近の経済動向
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福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）
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［福岡県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

生産活動では、海外向け自動車等の需要が好調なことから、輸送機械や化学が堅調に推移し、総合

指数は２ヵ月連続で上昇しました。

大型小売店販売額は、前年割れで推移しましたが、住宅建設は、貸家、持家が増加し、３ヵ月連続

で前年実績を上回りました。公共工事は件数、金額ともに横ばい、企業倒産については件数、負債総

額ともに減少するなど、全体的には持ち直しの動きが続いています。

［生産活動］……………総合指数は２ヵ月連続で上昇

４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きをみ

ると、総合指数は前月比０．６％上昇の９４．５と２ヵ

月連続で上昇しています。

主要業種をみると、自動車等の輸送機械が同

５．５％、自動車素材が好調であった化学について

も同１０．６％とそれぞれ上昇しています。いずれも

海外向けの需要増によるものが大きく、持ち直し

の動きが継続しています。一方、送風機やクレー

ンなどの一般機械は同１１．７％と低下しました。

［大型小売店］……………依然前年割れが続く

５月の大型小売店販売額は、大型小売店全体で

の販売額は前年同月比５．２％減の５１４億円と２２ヵ月

連続で前年比マイナスとなりました。

内訳をみると、百貨店は、同３．９％減の２２０億円、

スーパーについても同６．１％減の２９４億円と百貨店、

スーパーともに前年割れとなりました。

福岡県経済動向
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福岡県

［住宅建設］……………３ヵ月連続で前年を上回る

５月の新設住宅着工戸数は、前年同月比１．９％

増の２，４１３戸と３ヵ月連続で前年を上回りました。

内訳は、貸家で同５４．２％増の１，２９４戸、持家は同

１９．３％増の８５３戸、分譲では同６８．１％減の２５９戸と

なっています。マンション着工件数が同９１．１％減

と大幅に前年割れとなったことで分譲は減少しま

した。

［公共工事］……………件数、請負金額ともに横ばい

５月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比１．６％減の３６５件、金額は同０．６％

増の２２１億円と件数、金額ともに前年同月比で横

ばいとなりました。

発注者別の請負金額をみると、北九州ＰＣＢ廃

棄物処理施設の大型工事の発注により「独立行政

法人等」で同４９．８％増となっていますが、「県」、

「その他の公共的団体」の発注額が前年同月比で

減少したことから、全体では微増となりました。

［企業倒産］……………倒産件数、負債総額ともに大幅減

６月の福岡県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年同月比３５．４％減の３１件、負債

総額は同８６．０％減の２４億円と大幅に減少しました。

「中小企業等金融円滑化法」の影響などから、倒

産件数、負債総額ともに低水準での動きが続いて

います。

経済動向

福岡県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

福岡県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

福岡県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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熊本県の最近の経済動向
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熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）熊本県
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（出所）九州経済産業局

［熊本県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

生産活動では、半導体製造装置などの一般機械の生産が好調なことから総合指数は上昇し、持ち直

しの動きが続いています。

公共工事は、熊本市発注の大型案件により請負金額は大幅に増加しましたが、住宅建設は５ヵ月連

続で前年を下回っています。大型小売店販売額については、主力の衣料品が伸びず、前年実績を下回

りました。企業倒産は、件数、負債総額ともに前年を大幅に下回りました。

［生産活動］……………総合指数は３ヵ月ぶりに上昇

４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は前月比６．０％上昇の９５．５と３ヵ

月ぶりに上昇しました。

半導体製造装置等の生産が伸びている一般機械

が上昇し、電子部品・デバイスは微減ながら高水

準を維持しています。

［大型小売店］……………主力の衣料品が伸びず前年割れ

５月の大型小売店販売額は、前年同月比６．３％

減の１３２億円と、前年実績を下回りました。

商品別では、主力の衣料品は婦人服の売上が低

調だったこと等から同１１．０％の減少となりました。

軒並み前年割れとなるなか、電気機械器具は同

６．１％増と、前年を上回りました。

熊本県経済動向
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熊本県経済動向

［住宅建設］……………５ヵ月連続で前年を下回る

５月の新設住宅着工戸数は、前年同月比２６．３％

減の４７９戸と５ヵ月連続で前年を下回りました。

用途別にみると、持家は同２０．８％減の２４４戸、

貸家も同４４．８％減の１６０戸とともに大幅に減少し

ました。一方、分譲は、マンション着工により同

３７．５％増の６６戸と上昇しました。

［公共工事］……………請負金額は大幅に増加

５月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比５．３％減の２１５件、金額が同

８０．０％増の１６９億円となり、請負金額は前年を大

幅に上回りました。

発注者別の請負金額をみると、熊本駅前再開発

事業関連の発注で「市」が大幅に増加したほか、

「県」や「その他公共団体」等でも大幅に増加し

ました。

［企業倒産］……………倒産件数、負債総額ともに前年を大幅に下回る

６月の熊本県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数は前年同月比５５．０％減の９件、負債

総額が同７８．５％減の８億円となりました。

「中小企業等金融円滑化法」施行下での企業支

援の動きから、倒産件数、負債総額ともに、前年

を大幅に下回りました。

熊本県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

熊本県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

熊本県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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長崎県の最近の経済動向

総合指数 一般機械工業 電子部品・デバイス工業（右軸）
輸送機械工業 食料品・たばこ工業
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長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）
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（出所）九州経済産業局

［長崎県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

生産活動では、海外向け発電プラント用タービン等の生産により一般機械を中心に持ち直しの動き

が続いています。住宅建設は、貸家の大幅な減少が影響して前年実績を下回ったものの、持家、分譲

は前年を上回っています。また、公共工事は件数、請負金額ともに減少し、大型小売店販売額は、前

年割れが続いています。企業倒産は、小口の倒産の発生が重なったため、件数は前年並みとなったも

のの、負債金額は前年を大幅に下回りました。

［生産活動］……………一般機械で大幅な上昇

４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きをみ

ると、総合指数は前月比１．８％上昇し１３８．１となり

ました。

業種別でみると、海外向け発電プラント用ター

ビン等の生産から一般機械が同７３．６％と大幅に上

昇し、また、半導体集積回路の生産が伸びている

電子部品・デバイスも同９．３％上昇しました。一

方、輸送機械は新造船の生産の落ち込みから、同

６２．２％低下しました。

［大型小売店］……………前年割れが継続

５月の大型小売店販売額は、前年同月比１．８％

減の９５億円と引き続き前年割れが続いています。

主力の衣料品は同６．７％減と低調でしたが、電気

機械器具は同４３．２％増と、新エコポイント制度導

入以降も好調な動きが継続しています。

長崎県経済動向
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長崎県経済動向

［住宅建設］……………貸家の大幅減が響き、前年を下回る

５月の新設住宅着工戸数は、前年同月比２４．３％

減の３２１戸と２ヵ月連続で前年を下回りました。

用途別にみると、持家は同６．０％増の２２８戸、分

譲は同７５．０％増の２１戸でしたが、一方で貸家が同

６１．５％減の７２戸と大幅に減少しました。また、分

譲のうちマンションについては、前月に引き続き

着工実績がありませんでした。

［公共工事］……………請負金額は８ヵ月連続で前年を下回る

５月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比１５．１％減の１６９件、金額が同

３３．４％減の６９億円と、請負金額は８ヵ月連続で前

年を下回りました。

公共工事の削減の動きの中で、件数、請負金額

は減少傾向が続いています。

発注者別の請負金額をみると、ダムや橋梁関連

工事の発注により「県」は同３１．８％と２ケタ増と

なったものの、「国」が同１９．９％減、「市町」が４７．７％

減と、いずれも大幅に減少しました。

［企業倒産］……………負債総額は大幅に減少

６月の長崎県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年同月比８．３％減の１１件、負債総

額が同６３．３％減の６億円となりました。

小口の倒産の発生が重なったことにより件数は

前年並みとなりましたが、負債総額は大幅に減少

しました。

長崎県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

長崎県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

長崎県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ

31FFG調査月報 2010年8月


